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あ だ ち 広 報 は 毎 月10 日 ・25 日 、

ズ ー ム ア ップ は6 ・8・10 ・1・3 月 発 行

8月24日
つくばエクスプレスの開業日が
決まりました!
秋葉原～つくば間(全線)営業開始

昭和60年の運輸政策審議会答申から20年の歳月を経て、いよいよ
つくばエクスプレスが開業します。
つくばエクスプレスは、都心( 秋葉原駅) と首都圏北東部( つく
ば駅) 、約58. 3kmを最短45分で結びます。
区内には、北千住、青井、六町の3 駅が設置され( 8 面) 、交通

の利便性の向上と共に、地域の活性化などが期待されています。

つくばエクスプレスにつ
いてのお問い合わせは、
つくばエクスプレス推進
係へ 　3880- 5719

つくばエクスプレスが開業すると

足立区も含めた首都圏北東地域の交通利便
性が向上すると同時に、J R 常磐線など在来
路線の混雑が緩和され、通勤・通学における
快適性の向上も期待されます。

また、首都圏の宅地供給の促進や、沿線地
域の活性化などにも貢献します。

みんなに使いやすく
つくばエクスプレスの駅施設は、スムーズ
な乗降、ホームと車両床面との段差を極力小
さくするなど、だれにでもやさしいユニバー
サルデザインを取り入れています。
また、大型エレベーターや可動式ホーム柵、

ゆとりある改札口、見やすく分かりやすい案
内表示や使いやすいトイレなどの導入によ

り、快適性を追求しています。

図1　 つくばエクスプレス路線図
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あ
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シ
ー
ト
を
設
け
ま
す

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
宿
泊
施
設
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

4
・
5
面
▽
春
の
足
立
区
交
通
安
全
運
動
/
区

の
組
織
が
変
わ
り
ま
す
/
新
線

ま
ち
め
ぐ
り

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」

8
面
▽
▽
▽
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
/
ス
ケ

ッ
チ
あ
だ
ち

情 報 キャ ッ チ! !

好きです。あだち
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葦
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「
統
治
か
ら
協
治
へ
」

今
年
も
卒
業
式
の
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。
社
会
人
の
中
に
は
定
年
退
職

す
る
方
も
い
ま
す
。
進
学
や
社
会
、

第
二
、
第
三
の
人
生
へ
と
羽
ば
た
い

て
い
く
と
き
、
新
た
な
出
会
い
や
人

生
に
、
期
待
や
希
望
を
持
ち
ま
す
。

さ
て
、
2
5日
か
ら
「
自
然
の
叡
智
」

を
テ
ー
マ
に
、「
愛
・
地
球
博
」
が
愛

知
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
2
1世
紀
の

人
類
は
、
地
球
環
境
問
題
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
、人
口
問
題
と
食
糧
問
題
、

世
界
平
和
実
現
な
ど
、
人
類
生
存
の

根
幹
に
か
か
わ
る
様
々
な
問
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
真
の
成
熟
社
会
は

地
球
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
社
会

だ
と
も
言
わ
れ
、
地
球
の
豊
か
さ
が

社
会
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
す
。

数
年
後
、
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世

代
」
が
第
一
線
か
ら
退
い
て
い
き
ま

す
。
こ
の
世
代
は
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
世
代
で
、
戦
後
の
復
興
、
高
度

成
長
や
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
、
様

々
な
局
面
で
社
会
や
経
済
の
変
革
と

共
に
生
き
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
世

代
の
人
た
ち
が
地
域
に
戻
っ
て
く
る

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
ま
ち
づ

く
り
活
動
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

は
ず
で
す
。

加
速
す
る
高
齢
社
会
、少
子
化
、社

会
シ
ス
テ
ム
の
転
換
、地
方
分
権
の

推
進
、都
市
更
新
な
ど
の
課
題
も
踏

ま
え

、区
の
新
し
い
基
本
計
画
は
、大

き
な
社
会
変
化
を
前
提
に
、新
た
な

協
働
、協
治
を
追
求
す
る
こ
と
を
理

念
と
し
ま
し
た
。先
日
行
わ
れ
た
、基

本
計
画
の
住
民
説
明
会
で
の
皆
さ
ん

の
貴
重
な
ご
意
見
を
、こ
れ
か
ら
の

区
政
経
営
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 17年3 月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 294, 440 人口: 645, 379人(男: 325, 402人、女: 319, 977人)



2005年( 平成17年) 3 月25日あ だ ち 広 報第1432 号 ( 2)

保
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ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは3
月29 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申込・・・申し込み方法
◆ 期 限 ・・・申 し 込 み 期 限

◆ 場 ・申 ・ 問 先・ ・ ・場 所・

申し込み先・問い合わせ先

◆ 費 用の記載のないものは無料◆ 　 … ホームページアドレス
◆ 　 … E メー ル アド レ ス

毎
月
第
3
土
曜
日
の
予
防
接
種

外
来
が
始
ま
り
ま
す

4
月
か
ら
、
8
月
と
1
2月
を
除
く

毎
月
第
3
土
曜
日
に
、
子
ど
も
の
定

期
予
防
接
種
外
来
を
行
い
ま
す
。
平

日
に
予
防
接
種
を
受
け
に
く
い
方

は
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
日
時
=
4
月
1
6日
倒
、午
後
3

時
～
5
時

場
所
=
足
立
区
医
師
会

館
(
中
m
(本
町
3
-
4
-
4
)

対
象
=

各
予
防
接
種
の
法
定
年
齢
内
の
子

ど
も

内
容
=
麻
し
ん
、
風
し
ん
、

三
種
混
合
、二
種
混
合
、日
本
脳
炎

申
込
=
母
子
手
帳
、
予
防
接
種
予
診

票
を
持
参
の
上
、
保
護
者
同
伴
で
当

日
直
接
会
場
へ

問
先
=
母
子
保
健

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

健
や
か
親
子
1
歳
児
学
級

が
始
ま
り
ま
す

日
時
等
=
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い

内
容
=
1
歳
児
の
発

達
、
食
事
、
む
し
歯
予
防
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
、
仲
間
づ
く
り
や
個
別
健

康
相
談
な
ど
、
親
と
子
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
総
合
的
な
学
習

申
込
=

電
話
ま
た
は
窓
口

場
・
申
・
問

先
=
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

1
7年
度
第
1
回
区
生
業
資
金

期
間
=
4
月
5
日
～
1
5日

※
用
紙

配
付
は
3
月
2
5日
か
ら

対
象
=
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
の

融
資
が
困
難
な
方
で
、
こ
の
融
資
を

受
け
る
こ
と
で
独
立
の
生
計
が
立
て

ら
れ
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
方
・
:区
民
に
1
年
以
上
居
住
/
世

帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民
登
録
上
の

世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た
は
拡
充

が
目
的
/
世
帯
員
全
員
の
住
民
税
が

非
課
税
/
身
元
の
確
か
な
連
帯
保
証

人
が
一
人
い
る
/
使
途
は
原
則
と
し

て
設
備
資
金

貸
付
額
=
I
世
帯
2
0
0

万
円
以
内
(
予
定
利
率
0
.
4
%、
据
置

期
間
中
は
無
利
子
)

返
済
方
法
=
6

ヵ
月
据
置
後
、
6
0回
元
利
均
等
償

還

申
込
=
申
込
書
を
持
参

※
用

紙
は
民
生
係
窓
口
、区
民
事
務
所
(
中

央
本
町
区
民
事
務
所
は
除
く
)
、福
祉

事
務
所
、
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
配
付

申
・
問
先
=
民
生
係

身
体
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
を
送
付
し
ま
す

1
7年
度
分
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
」

を
、
4
月
上
旬
に
配
達
記
録
で
郵
送

し
ま
す
。
対
象
=
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
下
肢
・
体

幹
・
平
衡
機
能
障
害
I
～
3
級
/
視

覚
障
害
1
級
/
内
部
障
害
I
級

□
自
動
車
燃
料
費
へ
切
り
替
え
る
方

自
動
車
燃
料
費
助
成
を
希
望
す
る

方
は
、
送
ら
れ
た
タ
ク
シ
ー
券
を
使

用
せ
ず
に
、
燃
料
費
助
成
変
更
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

※
福
祉
夕

ク
シ
ー
券
と
燃
料
費
助
成
の
併
給
は

で
き
ま
せ
ん

―
―
い
ず
れ
も
―
―

く
わ
し
く
は
、
同
封
の
案
内
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
先
=
障
害
給

付
係乳

が
ん
検
診
【
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
】
(
5～
8
月
受
診
分
)

乳
が
ん
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
と

い
わ
れ
て
い
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

(乳
房
X
線
撮
影
)
と
視
触
診
の
併

用
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
を
行
い
ま

す
。
受
診
場
所
は
、
次
の
3

ヵ
所

(ア
～
ウ
)
で
す
。

□
ア
、
区
内
(
2
日
制
)

受
診
日
等
=

▽
1
日
目
(
5
月
上
・

中
旬
)
…
X
線
撮
影

▽
2
日
目
(
6

月
上
～
下
旬
)
…
視
触
診
お
よ
び
判

定

受
診
方
法
等
=
区
か
ら
の
受
診

案
内
が
送
付
さ
れ
た
後
、
X
線
撮
影

機
関
(
1
0
カ
所
)
と
判
定
機
関
(
2
3

ヵ
所
)
の
組
み
合
わ
せ
と
撮
影
日
を

区
に
電
話
予
約

※
(
ガ
キ
申
し
込

み
時
に
は
、
区
内
実
施
医
療
機
関
名

は
選
択
で
き
ま
せ
ん
。
実
施
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
、
受
診
決
定
後
送
付

さ
れ
る
案
内
を
参
照

定
員
=
6
9
0人
(

先
着
順
)

□
イ
、
癌
研
究
会
有
明
病
院
健
診
セ

ン
タ
ー
(
江
東
区
有
明
・
1
日
制
)

※
以
下
、
癌
研

受
診
日
=
5
～
6
月
の
区
が
指
定
し

た
日
(
受
診
案
内
で
通
知
し
ま
す
)

検
診
内
容
=
X
線
撮
影
・
視
触
診
な

ど

奈
判
定
結
果
は
後
日
郵
送

定

員
=
1
2
0人
(
先
着
順
)

□
ウ
、
東
京
都
予
防
医
学
協
会
(
新

宿
区
市
谷
・
1
日
制
)

※
以
下
、
予

防
医
学
協
会

受
診
日
等
=
5
月
の
受
診
で
、
区
か

ら
の
受
診
案
内
が
送
付
さ
れ
た
後
、

予
防
医
学
協
会
に
電
話
予
約

検
診

内
容
=
X

線
撮
影
・
視
触
診

※
判

定
結
果
は
後
日
郵
送

定
員
=
2
0
0人
(

先
着
順
・
受
診
日
ご
と
に
定
員
あ

り
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
区
内
在
住
で
、
4
0歳
以
上
の

女
性
(
乳
が
ん
治
療
中
・
経
過
観
察

中
の
方
お
よ
び
豊
胸
手
術
な
ど
を
し

た
方
は
対
象
外
)

受
診
間
隔
=
2

年
に
1
回

※
前
回
受
診
か
ら
2
年

経
過
し
て
い
な
い
方
は
対
象
外
で

す

費
用
=
2
千
円
(
X

線
撮
影
機

関
で
支
払
い
)

※
生
活
保
護
受
給

者
は
免
除
制
度
あ
り

申
込
=
図
1

の
記
入
例
に
従
い
、
(
ガ
キ
に
、
受

診
場
所
の
希
望
優
先
順
な
ど
を
明

記

期
限
=
4
月
4
日
消
印
有
効

※
申
し
込
み
は
広
報
配
付
日
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
決
定
し
た
受
診
場
所

に
よ
り
受
診
方
法
な
ど
が
異
な
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
4
月
1
2日
ご
ろ

区
か
ら
送
付
さ
れ
る
受
診
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
成
人
保

健
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

図1　 乳がん検診申し込みハガキ記入例

( 表)( 裏)

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

□
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
の
お
知
ら
せ

生
後
3
ヵ
月
以
上
の
飼
い
犬
は
、

毎
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登

録
を
ま
だ
済
ま
せ
て
い
な
い
犬
の
飼

い
主
は
、
併
せ
て
飼
い
犬
の
登
録
を

し
て
く
だ
さ
い
。
日
時
等
=
表
I
(

雨
天
決
行
)

費
用
(
1
頭
)
=
▽

登
録
済
犬
…
3
千
5
5
0円

▽
未
登
録

犬
・
:
6
千
5
5
0円(
登
録
料
3
千
円
含

む
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

□
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

道
路
や
河
川
敷
、
公
園
内
で
、
放

し
飼
い
の
犬
に
か
ま
れ
た
り
、
急
に

飛
び
つ
か
れ
る
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。
散
歩
の
時
は
必
ず
犬
を
つ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ふ
ん
は
責
任

を
持
っ
て
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
住
居
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

表1　17 年度狂犬病予防注射会場等一覧表

4月の献血
受付時に本人を確認できるもの( 運転免許証や保険
証など) を提示してください( 16 年10月1 日から、献
血者の本人確認が全国で義務付けられました) 。

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
4
月
の
予
定

※竹の塚保健総合センターは、4月1日から移転します。 住所= 西竹の塚1- 11- 2 エミエルタワー竹の塚2 階 　3855 ―5082

4月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施

術を当番制で行っています。 《健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9 時～午後5 時
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関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会
「
リ

ウ
マ
チ
の
薬
物
治
療

」

日
時
=
4
月
9
日
圉
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

講
師
=
越
智
小
枝

氏
(
東
京
医
科
歯
科
大
学
こ
う
原
病

リ
ウ
マ
チ
内
科
医
師
)

申
込
=
電

話

定
員
=
8
0
人
(
先
着
順
)

場
・

申
・
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自

立
生
活
支
援
室(

5
6
8
1
)
0
1
3
2

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ベ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
1
0∝
程
度
の
採
血
で
済
む
の
で
、

気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
。
日
程
・

内
容
等
=
表
2
(

②
X
線
撮
影
法
胃

が
ん
検
診
は
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
の
み
で
受
診
可
)

対
象
=
3
5

歳
以
上
の
区
民
(
1
年
度
I
回
の

み
)

※
胃
を
切
除
し
た
方
、胃
の
病

気
で
治
療
中
の
方
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン

法
で
要
精
密
検
査
と
な
っ
た
方
は
除

く
。
じ
ん
不
全
の
方
は
X
線
撮
影
法

の
み
可
。
い
ず
れ
の
場
合
も
大
腸
が

ん
検
診
の
み
の
受
診
も
可

定
員
=
5
0

～
8
0人

※
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
希
望
ど
お
り
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
=
(

ガ
キ
に

郵
便
番
号
、
住
所

、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
表
2
か
ら
胃
が
ん
検
診
名

(①
血
液
検
査

②
X
線
撮
影
の
い

ず
れ
か
一
方
を
選
択
)
、検
診
日
、受

診
場
所
を
第
3
希
望
ま
で
明
記

期

限
=
受
診
希
望
月
の
前
月
1
5日
必

着
。受
診
票
の
送
付
は
前
月
末
日
(
5

月
を
希
望
す
る
場
合
、
4
月
1
5日
必

着
、
4
月
の
受
診
票
の
送
付
は
4
月
2
8

日
)

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
診
療
放
射
線
係

〒
1
2
0

・
0
0
1
1

中
央
本
町
I
-
5
-
3
　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表2　 消化器がん検診日程
( 1) 血液検査(ペプシノゲン法) +検便

( 2) X線撮影+検便

☆印の日程は午後、それ以外は午前に行います

げ
ん
き
ー
ず
!
　
ぜ
ん
息
児

水
泳
教
室
(
第
1
期
募
集
)

ぜ
ん
息
の
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
は

何
か
い
い
か
お
悩
み
の
方

、
ま
ず
、

水
泳
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時
=
5

月
H

日
～
7

月
1
3
日
ま
で
の

毎
週
水
曜
日
(
全
1
0
回
)
、
午
後
3

時
2
0

分
～
6

時

※
第
2

期
(
9

～
1
2

月
・
す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬
)
、
第
3

期
(
1
8
年
I

～
3

月
・
千
住
温
水
プ

ー
ル
)

も
予
定
し
て
い
ま
す

場
所
=

ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
う
き

う
き
館

対
象
=

ぜ
ん
息
を
治
療
中

の
4

歳
～
新
中
学
校
3

年
生

定
員
=

▽
未
就
学
…
1
5
人

▽
小
・
中
学

生
:
3
5
人
(

い
ず
れ
も
先
着
順

。
た

だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
参

加
回
数
の
少
な
い
方
を
優
先
)

持

ち
物
=
水
着
・
ピ
ー
ク
フ
ロ
ー
メ
ー

タ
ー
(
参
加
決
定
後
の
事
前
説
明
会

で
も
、
2
千
1
0
0円
で
購
人
で
き
ま

す
)
申
込
受
付
期
間
=
3
月
2
9日

～
4
月
1
日

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

「
障
害
者
ダ
ン
ス
講
習
会
」

ダ
ン
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集

地
域
交
流
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
「
障
害
者
ダ
ン
ス
講
習
会
」
に
お

い
て
、
障
害
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
※

経
験
の
な
い
方
で
も
可

開
催
日
=

原
則
毎
月
第
4
水
曜
日
、
午
後
0
時
3
0

分
～
2
時
1
5分

場
所
=
谷
在
家

障
害
福
祉
施
設

内
容
=
障
害
者
と

一
緒
に
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
す

※

く
わ
し
く
は
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
谷
在
家

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

綾
瀬
あ
か
し
あ
園
・
神
明
福

祉
園
の
看
護
師
募
集

対
象
=
正
看
護
師
・
准
看
護
師
・
保

健
師

勸
務
内
容
=
利
用
者
・
職
員

の
健
康
管
理
ほ
か

勤
務
条
件
=
社

会
保
険
・
有
給
休
暇
あ
り

勤
務
時

間
=
午
前
8
時
3
0分
～
午
後
5
時
1
5

分

報
酬
=
月
額
2
0万
円
以
上

募

集
人
数
=
2

人

選
考
=

随
時
面

接

申
込
=
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)
、

資
格
証
明
証
の
写
し
を
郵
送
ま
た
は

持
参

期
限
=
4
月
3
0日
必
着

申

先
=
足
立
あ
か
し
あ
園

〒
1
2
1・0
0
1
2

青
#
4
-
3
0
-
5

問
先
=

足
立
あ
か
し
あ
園

(
3
8
4
9
)
1
1
8
8

障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

在宅介護支援センター 4月の家族介護者教室

※「申込= 」の記載が無いものは、当日直接会場へ

宿
泊
施
設

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
6
月
分
の
利
用
案
内

申
込
=
区
民
事
務
所
・
生
涯
学
習
振

興
公
社
の
各
窓
口
で
無
料
配
布
す

る
、
各
宿
泊
施
設
あ
て
の
専
用
申
込
(

ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
5
0

円
切
手
を
貼
り
郵
送
し
て
く
だ
さ

い

期
間
=
4
月
1
日
～
1
0日
消
印

有
効

当
選
者
受
付
=
4
月
2
5日
ま

で
に
宿
泊
施
設
に
予
約
確
定
の
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過

ぎ
る
と
当
選
取
り
消
し
と
な
り
ま

す

受
付
時
間
等
=
表
4

※
以
前

の
申
込
(
ガ
キ
(
未
使
用
の
も
の
)

を
お
持
ち
の
方
は
、
公
社
各
窓
口
で

現
品
と
引
き
換
え
に
払
い
戻
し
ま

す
。印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
(
ス

タ
ン
プ
印
不
可
)

□
予
約
の
変
更
・
取
り
消
し

直
接
宿
泊
施
設
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
増
員
…
部
屋
の
定
員
を

超
え
る
増
員
は
で
き
ま
せ
ん

▽
取

り
消
し
・
減
員
・
:利
用
初
日
の
2
日

前
ま
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
な
し
。
前

日
お
よ
び
当
日
以
降
は
、
宿
泊
料
金

全
額
が
キ
ャ
ン
セ
ル
料
と
な
り
ま
す

□
料
金
の
支
払
い

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
に
現
地
で
支

払
っ
て
く
だ
さ
い

□
空
き
室
の
利
用
《
6
月
分
》

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み

は
、
5
月
1
日
か
ら
直
接
希
望
の
施

設
で
電
話
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

受
付
時
間
=
表
4

□
山
中
湖
林
間
学
園
を
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
開
放
(
空
き
室
予
約
)
　

他
施
設
と
利
用
方
法
が
異
な
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
開
放
日
=
4

月
2
9日
～
5
月
4
日

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
と
そ
の
同
伴

者

申
込
=
電
話

※
4
月
1
日
か

ら
現
地
施
設
で
受
け
付
け

申
先
=

山
中
湖
林
間
学
園
(
予
約
専
用
)

0
5
5
5
(
6
2
)
1
4
0
4

□
保
養
所
(
湯
河
原
、
那
須
)
の
団

体
利
用
募
集
《
8
月
分
》

利
用
日
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

▽
宿
泊
に
つ
い
て
…
各
施
設
予
約
電
話
へ
(
表
4
)

▽
団
体
利
用
に
つ
い
て
・
:地
域
支
援
課
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

▽
山
中
湖
林
間
学
園
に
つ
い
て
…
校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

表4　 各施設利用案内( 6 月利用分)

※利用申込は2 人以上。1施設に対して、1グループにつきハガキ1 枚
でお願いします
※日光林間学園、鋸南自然の家、鹿沼野外レクリエーションセンター
については、利用できる日でも学校などが利用するため、空室が少
ない場合があります。 くわしくは、各施設にお問い合わせください

竹の塚保健総合センター・竹の塚休日応急診療所・竹

の塚休日応急歯科診療所は、エミエルタワー竹の塚に
移転します
3施設がエミエルタワー竹の塚2 階( 西竹の塚1- 11- 2) に移転し

ます。 移転先での業務開始日および現在の施設での業務終了日= 表3
問先= 竹の塚保健総合センター

3855―4151( ～3 月31日) →　3855 ―5082( 4 月1 日～)
竹の塚休日応急診療所

3885―5421( ～3 月31日) →　3855 ―5016( 4 月1 日～)
竹の塚休日応急歯科診療所

3885―5421( ～3 月31日) →　3855 ―5017( 4 月1 日～)
衛生管理係　3880- 5891

表3　 移転に伴う業務開始日時等
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4
月
6
日
～

15

日
は

春
の

足

立

区
交
通
安

全
運
動

お
も
い
や
り

人
に
車
に
こ
の
街
に

お問い合 わせは、

交通安全係

3880- 5912

運

動

重

点

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▽
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▽
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
卜
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

新
小
学
校
1
年
生
、
新
園
児
の
入
学
・
入
園
式
を
間
近
に
控
え
、
今
年
も
「
春
の

足
立
区
交
通
安
全
運
動
」
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
交
通
ル
ー
ル
の
手
本
と
な
り
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
笑
顔
を
交
通
事
故
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
高
齢
者
に
は

特
に
注
意
を

子
ど
も
や
高
齢
者
は
、
歩
行
中
や

自
転
車
乗
車
中
に
、
車
両
の
運
転
者

が
予
期
せ
ぬ
行
動
を
、
急
に
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。車
両
を
運
転
中
、

子
ど
も
や
高
齢
者
が
視
界
に
入
っ
た

ら
、
特
に
慎
重
な
運
転
を
し
て
く
だ

さ
い
。

歩
行
者
も
交
通
ル
ー
ル
を

守
ろ
う

歩
行
者
が
信
号
無
視
や
禁
止
場
所

を
横
断
し
た
と
き
に
事
故
に
あ
う
こ

と
が
非
常
に
多
い
た
め
、
次
の
こ
と

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
信
号
が
点
滅
し
始
め
た
ら
横
断
せ

ず
、
次
の
青
信
号
を
待
つ

▽
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
面
倒

で
も
横
断
歩
道
を
利
用
す
る

ま
た
、反
射
材
(
リ
フ
レ
ク
タ
ー
)

を
身
に
付
け
て
、
車
か
ら
発
見
し
や

す
い
よ
う
に
す
る
の
も
事
故
防
止
に

役
立
ち
ま
す
(
図
1
)
。

交
通
事
故
負
傷
者
数
の

約
3
7
%が
自
転
車
乗
車
中

1
6年
中
の
区
内
に
お
け
る
自
転
車

に
よ
る
交
通
事
故
負
傷
者
数
は
、
千
7
2
3

人
と
区
内
交
通
事
故
負
傷
者
数
全

体
の
約
3
7
%
を
占
め
て
い
ま
す
(
図
2
)

。
区
で
は
今
後
一
層
、自
転
車
の

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
啓
発
活
動
を
行

い
、
自
転
車
事
故
の
防
止
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

図2　 負傷者数の割合

交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
を

守
る
た
め
に

小
学
生
の
交
通
事
故
の
特
徴
と
し

て
、
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

▽
件
数
・
負
傷
者
数
と
も
に
「
自
転

車
乗
車
中
」
の
事
故
が
最
も
多
い

▽
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
原
因
は

「
一
時
不
停
止
」
が
最
も
多
い

▽
歩
行
中
の
事
故
原
因
は
「
と
び
出

し
」
が
最
も
多
い

▽
時
間
帯
で
は
「
午
後
2
時
～
6
時
」

の
間
に
多
発
す
る

区
で
は
、
子
ど
も
の
交
通
安
全
意

識
の
向
上
と
自
転
車
事
故
防
止
の
た

め
、
今
年
度
か
ら
小
学
校
で
自
転
車

安
全
運
転
免
許
試
験
を
行
い
、
2
5校

の
児
童
2
千
5
4
5人に
自
転
車
安
全
運

転
免
許
証
を
発
行
し
ま
し
た
(
2
月
2
8

日
現
在
)
。
さ
ら
に
、小
さ
い
こ
ろ

か
ら
交
通
安
全
意
識
を
持
た
せ
る
た

め
、区
と
区
内
4
警
察
署
が
幼
稚
園
、

保
育
園
と
連
携
し
て
、
出
前
型
・
参

加
型
の
安
全
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。家

庭
で
は
、
基
本
的
な
交
通
ル
ー

ル
ーマ
ナ
ー
を
繰
り
返
し
教
え
ま
し

ょ
う
。
特
に
、
身
近
に
い
る
大
人
が

正
し
い
行
動
を
す
る
こ
と
、子
ど
も

の
危
険
を
感
じ
た
ら
注
意
す
る
こ
と

な
ど
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
大
人
は

子
ど
も
の
手
本
と
な
る
よ
う
な
自
転

車
利
用
を
し
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
で
も
、ラ
イ
ト
の
点

灯
と
一
時
停
止
が
必
要
で
す

夜
間
は
、
無
灯
火
の
自
転
車
が
関

係
し
た
重
大
事
故
が
起
こ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
自
分
の
存
在
を
ほ
か
の

車
両
や
、
歩
行
者
に
知
ら
せ
る
た
め

に
も
、
自
転
車
の
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ

せ
て
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、自
転
車
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

一
時
停
止
を
無
視
す
る
こ
と
は
大
変

危
険
で
す
。
道
路
交
通
法
上
で
も
、

自
転
車
も
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
と

同
じ
く
車
両
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

一
時
停
止
の
表
示
が
あ
る
交
差
点
で

は
、
必
ず
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
歩
道
通
行
可
と

な
っ
て
い
る
歩
道
を
走
行
す
る
と
き

で
も
、
歩
道
の
中
央
か
ら
車
道
寄
り

を
徐
行
し
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨
害

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
、
一
人

ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
お

互
い
に
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を

持
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

▲ 自転車講習の様子( 梅島第一小学校)

図1　 反射材とは

こ んなに目立つ! 夜間の反射材

反射材は、車のライトなどに
反射して光ります。

普段持ち歩く物など
に付けてください

身に付けるとドライバー
からよく見えます

自転車は前輪の
スポークに付け
ると特に効果的

交通安全運動行事
交通安全運動期間前後に、交通安全運動行事
を行います( 表1) 。 申込= 当日直接会場へ

表1　 交通安全運動期間前後の行事

ヒヤリの経験ありませんか?
子どもにヘルメッ卜をかぶせよう!
「ハートフルメットTOKYO　 キャンペーン」( 4 月1 日～30日)

幼稚園児の保護者に対するアンケート調査によると、幼児の保護者の3 人に1 人以上が、幼

児用座席使用時の転倒事故で子どもにけがをさせた経験があり、そのうち36% の子どもが頭部
にけがをしています。また、事故は走行中が1 番多い( 42%) ものの、停車中の事故も32% を
占めています。子どもの頭部へのけがを防ぐためには、ヘルメットの着用が大変有効です。

区や都などでは、今後、安全な幼児用ヘルメットの普及に力を入れていきます。
事故や子どものけがを防ぐため、次のことを守り安全運転をしてください( 図3) 。

図3　 子育て中のお父さん・お母さんへ　安全な自転車の乗り方のポイント

子どもにヘルメットをかぶせましょう

子どもを乗せるのは最後、降ろすのは最初にしましょう

子どもを乗せたまま、自転車から離れないようにしましょう

※子どもが寝てしまったら、自転車
を降りて押すようにしましょう。子どもにはヘルメットを。

あごひもはしっかり止めて、
も必ず履かせましょう。

サドルは低めに、
両足がしっかりつく高さに
調整しましょう。

子どもが乗ったらハンド
ルから絶対に手を放さな
いようにしましょう。

補助いすの足載せ部分は、外さずに
使いましょう。また、子どもが足を
おろさないようにしましょう。

母親はスカートよりパンツスタイル。
ヒールが細い靴やひも靴は避けましょう。

幼児用ヘルメットの注意点

実際に子どもの頭にかぶせて、サイズを確かめましょう
安全基準に適合し、賠償措置のある「SG マーク」付きのものを選びましょう
1回でも大きな衝撃を受けたヘルメットは、絶対に使用しないでください

区の組織が変わります
～基本構想・基本計画の実現に向けた

組織改正を行います～
お問い合わせは、政策課へ 　3880―5811

区民の皆さんが参画して策定した区の
新しい基本構想や基本計画の実現に向け
て、区の組織を4 月から改正します。

組織改正の目的は基本計画の目標達成
17年度は、新基本購想・基本計画の最初の年と
なります。
今回の基本構想は、「協働で築く力強い足立区の
実現」をめざします。策定にあたっては、区民の
皆さんが参画した「新基本構想策定区民委員会」
での検討から始まり、「基本構想審議会」による議
論など、2年に及ぶ作業を経てきました。
また、この基本構想を実現するため、区が行う

様々な事業を体系化した基本計画を定め、今後は、
基本計画に掲げる目標を確実に達成し、その成果
を区民の皆さんに示していきます。
基本計画の目標を達成するために、4月から組
織体制を新たにします。

区民の皆さんの視点を重視
今回の組織改正は、次のような区民の皆さんの
視点を重視して行いました。
協働の具体的なしくみづくり

区政透明化の推進
区施設の管理手法の工夫
既存資源の有効活用
利用者の視点に立った福祉サービスの充実
子育て世代への支援体制の充実
教育の充実
地域経済の活性化
地域課題の迅速( じんそく) な解決
環境重視社会の実現
地域の安全・安心
行政の経営改革

主な組織改正の意図と内容( 図4)

□ 区民部と地域振興部を統合再編
窓口サービスの充実を図ります。

□ 資産管理担当部を新設
区有財産( 土地・建物) の有効活用、効率的な

施設管理を図ります。
□ 子育て支援担当部の新設
次世代育成支援の強化、子育て相談機能の充実

を図ります。
□ 環境部を設置
総合的な環境施策の展開を図ります。

□ 教育委員会組織を整備
学力向上に向けた取り組みの充実を図ります。

図4　 新旧組織比較図

選挙管理委員会―選挙管理委員会事務局

監査委員―監査事務局

農業委員会―農業委員会事務局

区議会―区議会事務局

選挙管理委員会―選挙管理委員会事務局

監査委員―監査事務局

農業委員会―農業委員会事務局

区議会―区議会事務局

自
転
車
の
放
置
は

や
め
ま
し
ょ
う

～
4
月
か
ら
日
曜
日
も
撤
去
し
ま
す
～

放
置
自
転
車
が
な
か
な
か
無
く
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
4
月
か
ら

日
曜
日
も
街
頭
指
導
・
撤
去
活
動
を

行
い
、
平
日
も
、
よ
り
一
層
強
化
し

ま
す
。
道
路
上
は
自
転
車
置
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
自
転
車
駐
車
場

な
ど
の
定
め
ら
れ
た
場
所
に
止
め
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
放
置
さ

れ
た
自
転
車
は
、
撤
去
し
て
放
置
自

転
車
移
送
所
に
運
び
、保
管
し
ま
す
。

自
転
車
を
引
き
取
る
際
は
、
撤
去
手

数
料
と
し
て
2

千
円
を
徴
収
し
ま

す
。
撤
去
後
2
ヵ
月
過
ぎ
る
と
処
分

し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
転
車
の
盗
難
も
増
え
て

い
ま
す
。
盜
ま
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
警
察
へ
盗
難
届
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。
撤
去
日
以
前
に
盗
難
届
を
出
し

て
い
る
場
合
、
撤
去
手
数
料
は
免
除

さ
れ
ま
す
。
問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

4
月
か
ら
全
戸
配
付
し
ま
す

新
し
い
「
わ
た
し
の
便
利
帳
(
リ
ブ
イ
ン
)
」

□
1
冊
ま
る
ご
と
役
立
つ
情
報

高
齢
者
や
子
ど
も
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
、
健
康
診
査
や
年
金
、
各
種
相

談
事
業
な
ど
の
案
内
に
加
え
、
区
内

公
共
施
設
一
覧
や
病
院
な
ど
の
医
療

機
関
の
名
簿
も
掲
載
。
皆
さ
ん
の
日

常
生
活
に
役
立
つ
区
政
情
報
が
、
こ

の
I
冊
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

□
全
戸
配
付
し
ま
す

4
月
か
ら
、
区
内
各
家
庭
・
事
業

所
に
1
冊
ず
つ
配
付
す
る
予
定
で

す
。
5
月
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
場

合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

□
「
あ
だ
ち
マ
ッ
プ
」
の
訂
正

リ
ブ
イ
ン
に
挟
ん
で
配
付
し
て
い

る
「
あ
だ
ち
マ
ッ
プ
」
交
通
案
内
図

に
訂
正
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

リ
ブ
イ
ン
1
2
2
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

□

「
あ
だ
ち
防
災
マ
ッ
プ
」

災
害
発
生
時
の
避
難
所
な
ど
を
載

せ
た
「
あ
だ
ち
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
日
本
諸
版
は
「
リ
ブ

イ
ン
」
に
挟
み
、
区
内
全
戸
に
配
付

し
ま
す
。

外
国
語
版
(
英
語
、
中
国
語
、
(

ン
グ
ル
語
併
記
)
は
、
4
月
中
旬
以

降
に
完
成
し
ま
す
。希
望
す
る
方
は
、

各
区
民
事
務
所
な
ど
で
配
付
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
リ
ブ
イ
ン
・
あ
だ
ち
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…
広
報
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

▽
あ
だ
ち
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
・
:
災
害
対
策
係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

ぷ

ら

っ

と

て
く
て
く

新
線
ま
ち
め
ぐ
り

日
暮
里・
舎
人
線
《
(仮
称
)足
立
小
台
駅
》

コ
ラ
ム
の
最
終
回
で
紹
介
す
る
の

は
、
(仮
称
)
足
立
小
台
駅
。
駅
周
辺

地
域
は
、荒
川
、隅
田
川
に
挟
ま
れ
、

工
場
、
倉
庫
な
ど
が
立
ち
並
ん
で
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
、
1
9年
度

の
日
暮
里
・
舎
人
線
開
業
に
向
け
、

大
き
な
変
ぼ
う
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
ま

す
。駅

の
周
辺
で
は
、
ス
ー
パ
ー
堤
防

の
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
工

事
に
よ
り
、
荒
川
と
隅
田
川
の
堤
防

と
同
じ
高
さ
ま
で
土
が
盛
ら
れ
ま

す
。
最
大
で
約
1
0
m
も
地
盤
が
高
く

な
り
、
今
と
は
風
景
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
駅
舎
は
、
扇
大
橋
の
東
側

の
ス
ー
パ
ー
堤
防
上
に
設
置
さ
れ
、

駅
前
広
場
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

駅
東
側
に
は
大
規
模
店
舗
が
開
業

し
、
西
側
に
は
中
高
層
住
宅
の
建
設

も
進
ん
で
い
ま
す
。駅
周
辺
地
区
は
、

交
通
の
便
が
良
く
、
暮
ら
し
や
す
い

住
宅
地
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

駅
舎
予
定
地
か
ら
北
を
望
む
と
、

荒
川
を
ま
た
ぐ
橋
脚
や
軌
道
を
載
せ

る
け
た
部
分
が
、
力
強
く
伸
び
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
変
わ
り
行

く
足
立
の
一
面
を
見
る
様
で
す
。

《
広
報
係
》

走
行
路
の
最
高
点
は
水
面
か

ら
の
高
さ
3
0
mを
越
え
ま
す
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国
保
(
学
)
・
(
遠
)
の
保
険
証

区
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
て

も
、
次
の
場
合
は
、
区
の
国
民
健
康

保
険
証
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
(
学
)
(
学
生
用
)
の
保
険
証
・
:
扶
養

す
る
子
ど
も
な
ど
が
、
区
外
に
居
住

し
て
就
学
す
る
場
合
▽
(
遠
)
(
遠
隔

地
用
)
の
保
険
証
…
区
外
の
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
す
る
場
合

※
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
期
間
が
終
了
し
ま
す

学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
、
承
認

を
受
け
て
い
る
方
の
納
付
特
例
期
間

は
、
3
月
3
1日
で
終
了
し
ま
す
。
東

京
社
会
保
険
事
務
局
か
ら
、
継
続
の

申
請
書
が
4
月
上
旬
に
郵
送
さ
れ
る

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
(
申
請
書
が
郵
送

さ
れ
な
い
方
、
新
規
申
請
の
方
は
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
)
。

ま
た
1
7年
度
か
ら
は
、
学
生
納
付

特
例
は
、
年
度
内
に
一
度
申
請
す
る

と
、
そ
の
年
度
内
を
さ
か
の
ぽ
っ
て
4

月
分
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
1
年

間
、
学
生
納
付
特
例
期
間
が
承
認
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
(
所
得
制
限

あ
り
)
。
申
込
=
▽
窓
口
…
年
金
手

帳
な
ど
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と

学
生
証
(
写
し
可
)
を
持
参

▽
郵

送
…
申
請
書
に
記
入
の
上
、
学
生
証

の
写
し
を
同
封

※
く
わ
し
く
は
、

申
請
書
に
同
封
す
る
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い

申
先
=
年
金
適
用
係
ま
た

は
各
区
民
事
務
所

問
先
=
年
金
適

用
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

6
5歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

1
7年
度
仮
算
定
期
間
中
の
介
護
保

険
料
の
お
知
ら
せ
を
4
月
に
発
送
し

ま
す
。
1
7年
度
決
定
保
険
料
は
、
1
7

年
度
住
民
税
が
確
定
し
た
時
点
で
再

計
算
・
決
定
し
、
仮
算
定
金
額
と
増

減
調
整
し
た
う
え
で
、
7
月
中
旬
に

あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
年
金
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
(
特

別
徴
収
)
・
:
4
・
6
・
8
月
の
受
給

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
額

を
4
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
暫
定
的
に
2
月
天
引
き
額
と
同
額

で
す

▽
納
付
書
払
い
の
方
(
普
通

徴
収
)
…
4
～
6
月
分
の
保
険
料
通

知
書
と
納
付
書
を
、
4
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す

※
1
6年
度
住
民
税
額
を

基
に
し
た
仮
計
算
で
す

□
保
険
料
の
軽
減
制
度

低
所
得
で
保
険
料
支
払
い
が
困
難

な
方
(
第
1
・
第
2
段
階
該
当
者
)

が
対
象
で
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
額

が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
保
険
料
通
知
書
に
同
封

す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
介
護
保
険
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
5

区
内
N
P
O

法
人
紹
介
冊
子

「
N
P
O
　
P
o
c
k
e
t
s
(

ポ
ケ
ッ
ツ
)
」配
布
中

配
布
場
所
=
区
施
設
(
地
域
学
習
セ

ン
タ
ー
、区
民
事
務
所
ほ
か
)

内
容
=

区
内
に
事
務
所
を
持
つ
N
P
O

法

人
の
活
動
を
写
真
や
記
事
で
紹
介
/
N
P
O

に
関
す
る
情
報
を
掲
載

問

先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

里
道
・
水
路
(
旧
法
定
外
公
共

物
)
の
管
理
者
が
変
わ
り
ま
す

4
月
1
日
か
ら
、
道
路
・
水
路
と

し
て
の
機
能
を
失
っ
た
里
道
・
水
路

(道
路
法
・
河
川
法
の
適
用
ま
た
は

準
用
を
受
け
な
い
公
共
物
)
は
、
都

か
ら
財
務
省
の
管
理
に
変
わ
り
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
境
界
確
定
や
売

却
申
請
な
ど
は
、
直
接
関
束
財
務
局

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

道
路
・
水
路
の
機
能
を
有
し
て
い

る
法
定
外
公
共
物
は
、
引
き
続
き
区

で
管
理
し
ま
す
。

な
お
、
公
図
・
現
況
な
ど
で
は
財

産
管
理
者
が
明
確
で
な
い
た
め
、
ま

ず
区
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
問

先
=
区
・
用
地
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
1

関
東
財
務
局
車
只
財
務
事
務
所
管
財

課

　
(
5
8
4
2
)
7
0
1
8

補
助
9
1号
線
が
開
通
し
ま
す

(江
北
橋
取
付
部
)

補
助
9
1号
線
の
江
北
橋
か
ら
放
射
H

号
線
(
以
下
、
尾
久
橋
通
り
)
に

向
か
う
区
間
が
、
3
月
3
1日
に
開
通

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
江
北
橋
か

ら
直
進
し
て
尾
久
橋
通
り
に
向
か
う

こ
と
が
で
き
ま
す
(
図
1
)
。
問
先
=

土
木
部
副
参
事
(
調
整
)

(
3
8
8
0
)
5
1
6
0

都
・
第
六
建
設
事
務
所

(
3
8
8
8
)
5
3
6
3

図1　 補助81号線の開通区間

消
費
生
活
問
題
調
査
研
究

グ
ル
ー
プ
に
助
成
し
ま
す

活
動
期
間
=
5
月
～
1
8年
2
月

対

象
=
区
内
在
住
者
を
主
体
と
す
る
5

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

※
営
利
目
的

を
除
く
な
ど
、
助
成
要
綱
に
沿
っ
て

い
る
こ
と

内
容
=
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
消
費
生
活
問
題
に
関
す
る
テ
ー
マ

を
決
め
て
活
動
し
、
そ
の
成
果
を
報

告
・
発
表
。
そ
の
活
動
費
用
を
助
成

し
ま
す

助
成
額
=
年
間
3
万
円
以

内

募
集
数
=
6

グ
ル
ー
プ
(
選
考
)

申
込
=
電
話
の
上
、
書
類
提
出

※

申
請
書
類
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
配
付

募
集
期
間
=
4
月
1
日
～
1
2

日

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ

ー

　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

4
月
1
日
か
ら
、
教
育

研
究
所
は
教
育
相
談
セ

ン
タ
ー
に
な
り
ま
す

新
名
称
=
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
、

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
綾
瀬
分
室
・

鹿
浜
分
室

問
先
=
教
育
研
究
所

　
(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

住
宅
政
策
審
議
会
公

募
委
員
募
集

区
の
住
宅
政
策
に
関
す
る
重
要
な

事
項
を
審
議
す
る
た
め
の
「
足
立
区

住
宅
政
策
審
議
会
」
委
員
を
募
集
し

ま
す

開
催
時
期
=
6
月
～
1
8年
3

月
の
間
で
、
3
回
程
度
(
予
定
)

募

集
人
数
=
3
人
(
選
考
)

申
込
=
電

話
連
絡
後
、
指
定
の
申
込
書
な
ど
を

提
出

※
対
象
な
ど
、
く
わ
し
く
は

電
話
連
絡
時
に
説
明
し
ま
す

期
限
=
4

月
1
5日

申
・
問
先
=
住
宅
計

画
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

戸
籍
届
書
の
職
業
欄
に

記
入
を
お
願
い
し
ま
す

国
勢
調
査
の
年
に
は
、公
衆
衛
生
、

労
働
衛
生
、
社
会
福
祉
な
ど
の
基
本

資
料
を
得
る
た
め
、
戸
籍
の
届
書
に

職
業
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
対
象
=
出
生
、死
亡
、死
産
、婚

姻
、
離
婚
の
届
け
出
を
す
る
方

期

間
=
4

月
1
日
～
1
8年
3

月
3
1日

(一
部
例
外
あ
り
)

問
先
=
戸
籍

届
出
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
5

明
る
く
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
の
「
実
践

地
区
」
募
集

対
象
=
主
と
し
て
、
地
域
住
民
で
構

成
さ
れ
る
地
縁
団
体

内
容
=
明
る

く
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、「
き
ま
り
を
守
り
力
を
あ
わ
せ
て

自
立
す
る
平
和
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
」と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
1

年
間
活
動
す
る
地
縁
団
体
を

「
実

践
地
区
」
と
し
て
指
定
し
、
助
成
金

の
交
付
や
各
種
事
業
に
よ
り
支
援
し

ま
す

募
集
数
=
1
5
団
体
(
選
考
)

申
込
=
電
話
連
絡
後
、
所
定
の
申
請

用
紙
な
ど
を
提
出

期
限
=
4
月
2
2

日

申
・
問
先
=
あ
し
た
の
足
立
を

つ
く
る
区
民
協
議
会
事
務
局
(
地
域

支
援
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

4月の国民年金の相談

国民年金保険料の納付などについて
相談を受け付けます。

※いずれも時間は、午前10時～午後3 時30
分。27日は、午後5 時30分～7 時30

分も受け付けます
※足立社会保険事務所の年金担当者も
参加します

審議会等の公開( 4 月分)

今月は、審議会などの公開予定はあり
ません。

パブリックコメント( 4 月分)

今月は、区民の方からの意見募集の予
定はありません。

図書館臨時休館の
お知らせ
館内消毒や防災点検などの
ため、一部の図書館が臨時休
館となります。開館中の図書
館をご利用ください( 表1) 。
問先= 中央図書館

5813―3740

表1　4 月の図書館臨時休館日一覧

※ 4 月の月末休館日は、全館とも28日
です

区
立
全
小
・
中
学
校
で
「学
力
向
上

に
関
す
る
総
合
調
査
」を
行
い
ま
す

区
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の

「
人
間
力
」
に
つ
な
が
る
「
学
力
向

上
」
を
当
面
の
教
育
施
策
の
最
重
要

課
題
と
し
て
い
ま
す
。「
人
間
力
」
の

基
本
と
な
る
基
礎
・
基
本
的
な
学
力

を
確
実
に
身
に
付
け
る
た
め
に
、
ま

ず
、
学
校
で
は
教
科
学
力
の
向
上
を

め
ざ
し
た
指
導
の
工
夫
・
充
実
を
図

り
、
学
校
の
教
育
力
の
向
上
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
、
学
力
向
上
に
関
す

る
総
合
調
査
を
行
い
ま
す
。

□
足
立
区
学
力
向
上
に
関
す
る
総
合

調
査
の
概
要

実
施
方
法
=
表
2

日
的
=

▽
児

童
・
生
徒
の
学
習
の
定
着
状
況
や
生

活
(
学
習
)
習
慣
な
ど
の
実
態
を
把

握
す
る

▽
学
校
が
個
々
の
児
童
・

生
徒
に
応
じ
た
指
導
改
善
に
活
用
す

る
と
と
も
に
家
庭
や
地
域
と
連
携
す

る
た
め
の
取
り
組
み
に
生
か
す

▽

区
と
し
て
全
校
の
学
力
向
上
施
策
の

展
開
に
つ
な
げ
る

内
容
=
単
に
知

識
・
理
解
だ
け
で
は
な
く
、
学
ぶ
意

欲
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、

問
題
解
決
能
力
な
ど
、
児
童
・
生
徒

の
「
学
力
」
を
構
成
す
る
要
素
に
つ

い
て
多
面
的
に
実
態
把
握
で
き
る
内

容

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
教
育
改
革
推
進
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
1

表2　 学力向上に関する総合調査実施方法等

□ 学力定着度調査

□ 意識調査

□ 結果
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児
童
館
を
利
用
で
き
る

時
間
が
変
わ
り
ま
す

4
月
1
日
か
ら
9
月
3
0日
ま
で
、

児
童
館
の
利
用
は
夏
時
問
と
な
り
、
1

時
間
長
く
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
で
き
る
時
間
=
月
曜
～
土
曜
日
、

午
前
1
0時
～
午
後
6
時

※
午
前
中

は
幼
児
が
ゆ
っ
た
り
と
遊
べ
ま
す
(

学
校
休
業
日
を
除
く
)
。保
護
者
と

一
緒
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=

指
導
相
談
係(

3
8
8
0
)
5
8
6
8

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
か
ら
の

お
知
ら
せ

□
男
女
共
同
参
画
年
次
報
告
を
公
表

し
ま
す

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
条
例
に

基
づ
き
、
1
5年
度
の
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
関
す
る
事
業
の
実
施
状
況

報
告
と
、
こ
れ
に
対
す
る
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
の
意
見
を
公
表

し
、
報
告
書
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

配
付
場
所
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

□
情
報
資
料
室
の
開
館
時
間
な
ど
を

変
更
し
ま
す

4
月
1
日
か
ら
情
報
資
料
室
の
開

館
日
時
を
変
更
し
ま
す
。
開
館
日

時
=
毎
週
月
曜
～
土
曜
日
(
祝
日
、

月
末
、
特
別
整
理
日
な
ど
は
除
く
)
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

1
6
年
度
足
立
区
登
録
文
化
財
決
定

1
6年
度
足
立
区
登
録
文
化
財
に
、

次
の
2
件
が
決
定
し
ま
し
た
。
▽

有
形
文
化
財
(
考
古
資
料
)
・
:伊
興

遺
跡
出
土
古
墳
時
代
前
期
木
製
品
2
0

点
(
区
教
育
委
員
会
所
蔵
)

▽
有
形

文
化
財
(
古
文
書
)
:
半
住
河
原
町

稲
荷
神
社
所
蔵
文
書
3
2
8点(
千
住
河

原
町
稲
荷
神
社
所
蔵
)

登
録
文
化
財
は
、
郷
土
の
文
化
遺

産
と
し
て
将
来
に
わ
た
り
保
護
さ
れ

る
と
と
も
に
、
郷
土
博
物
館
で
の
展

示
な
ど
で
活
用
さ
れ
ま
す
。
問
先
=

郷
土
博
物
館(

3
6
2
0
)
9
3
9
3

事
前
運
動
の
禁
止

選
挙
運
動
は
、
公
職
選
挙
法
で
、

選
挙
の
公
・
告
不
日
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
で
の
間
し
か
で
き
な
い
と
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
公
・

告
示
日
前
の
選
挙
運
動
、
い
わ
ゆ
る

「
事
前
運
動
」
は
一
切
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
候
補
者
の
選

挙
運
動
を
同
時
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
、
無
用
の
竸
争
を
避
け
る
と
と
も

に
、
選
挙
運
動
費
用
の
増
加
を
抑
制

し
、
お
金
の
掛
か
ら
な
い
選
挙
を
実

現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

あ
る
行
為
が
選
挙
運
動
に
当
た
る

か
ど
う
か
の
判
断
は
、
時
期
、場
所
、

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
実

態
を
把
握
し
て
判
断
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
公
・
告
示
日
前
か
ら
、
立
候

補
を
予
定
し
て
い
る
人
の
名
前
を
連

呼
し
た
り
、
投
票
依
頼
を
行
っ
た
り

す
る
こ
と
は
事
前
運
動
に
当
た
り
、

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
問
先
=
選

挙
管
理
委
員
会(

3
8
8
0
)
5
5
8
1

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」

を
め
ざ
し
て

「
自
分
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

消
防
団
と
防
災
区
民
組
織
の
活
動

地
震
な
ど
の
大
災
害
が
発
生
し
た

直
後
は
、
地
域
の
方
自
身
の
手
に
よ

る
人
命
救
助
や
初
期
消
火
へ
の
対
応

が
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
の
消
防
団
や
防
災

区
民
組
織
の
活
動
が
非
常
に
重
要
と

な
り
ま
す
。

現
在
、区
内
に
あ
る
3
つ
の
消
防

団
で
は
、
千
2
0
0
人
余
り
の
団
員
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。
昼
夜
を
問
わ
ず
、

火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
、
地
震
や

風
・
水
害
と
い
っ
た
大
規
模
災
害
発

生
時
の
救
出
・
救
助
、
警
戒
巡
視
、

避
難
誘
導
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
平
常
時
に
は
、
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
の
防

災
訓
練
へ
の
協
力
、
応
急
手
当
の
普

及
指
導
、
区
民
へ
の
防
火
指
導
、
広

報
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
災
区
民
組
織
は
、
現
在
、
3
9
9
の

町
会
・
自
治
会
(
全
町
会
・
自
治
会

の
9
3
%
)
で
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
は
、
住
民
の
避
難
誘

導
、
初
期
消
火
、
救
出
・
救
助
活
動

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
団
や
防
災
区
民
組
織
は
、
日

ご
ろ
か
ら
訓
練
な
ど
を
通
し
て
、
地

域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。区
も
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
て
、

支
援
・
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
「
自
分
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
弓
意
識
を
大
切

に
し
、
必
ず
来
る
と
言
わ
れ
て
い
る

大
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
地
域

の
和
を
育
む
各
種
行
事
や
訓
練
に
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
団
の
入
団
手
続
き
な
ど
、
く

わ
し
く
は
千
住
・
足
立
・
西
新
井
の

各
消
防
署
防
災
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

《
危
機
管
理
室
》

催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは3
月29 日

から受け付け

郷
土
博
物
館
の
催
し

□
郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映

画
を
上
映
し
ま
す
。
日
時
=
4

月
9

日
倒
、午
前
1
1時

内
容
=
▽
「
語

り
は
じ
め
た
道
具
達

～
大
田
区
海

苔
生
産
用
具
の
再
生
～
」
(
2
0分
)
…

江
戸
前
の
海
苔
づ
く
り
の
道
具
と
そ

の
使
用
法

▽
「
歌
舞
伎
衣
装
刺
繍
」

(
1
6分
)
・
:舞
台
で
映
え
る
伝
統
的

図
柄
を
刺
す
職
人
の
技

□
春
の
お
茶
会

日
時
=
3
月
2
9日
収
、
午
後
1
時
～
3

時

内
容
=
桜
の
咲
く
庭
で
の
野

点

定
員
=
5
0
人
(
先
着
順
)

費

用
=
3
0
0円

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

第
1
6回
春
の
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
4
月
1
0日
㈲
、午
後
1
時
(
午

後
O
時
3
0分
開
場
)

場
所
=

ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
1
7の
合
唱
団
が
さ
わ
や
か
な

歌
声
を
お
届
け
し
ま
す

出
演
団
体
=

春
の
ふ
れ
あ
い
合
唱
団
ほ
か

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
文

化
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

都
民
ゴ
ル
フ
場
の
区

民
開
放
参
加
者
募
集

日
程
=
5
月
2
8日
圉

対
象
=
区
内

在
住
・
在
勤
の
方

定
員
=
1
8
0人
(

先
着
順
)

費
用
=
6

千
5
0
0円

※
当
日
現
地
に
て
支
払
い
。昼
食
代
、

ロ
ッ
カ
ー
費
は
別
途
必
要

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
代
表
者
お
よ
び
参
加

者
全
員
(
1
枚
4
人
ま
で
)
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

明
記

※
往
復
(
ガ
キ
以
外
の
申
し

込
み
、
重
複
申
し
込
み
は
、
す
べ
て

無
効

期
限
=
4

月
3
0日
必
着

※

決
定
通
知
は
5
月
上
旬
発
送
予
定

場
・
申
先
=
東
京
都
民
ゴ
ル
フ
場

〒
1
2
3・0
8
6
5

新
田
1
-
1
5
-
1

　
(
3
9
1
9
)
0
1
1
1

問
先
=
公
園
緑
地
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
8

道 路 騒 音 を 調 査 し ま し た
16年度主要道路騒音の24時間連続測定の結果がまとまりました( 表4) 。
騒音レベルは、昨年度よりわずかに良くなりましたが、基準が厳しい夜間の達成

率は低い状態が続いています。
これとは別に15・16年度にかけて行った道路騒音交通量調査の結果は表3 のとお

りです。この調査は、主要道路80地点
の10分間の騒音と1 時間あたりの交通
量を測定したもので、環境基準達成率

は28. 8% でした。
また、交通量調査では、国道4 号線、

環状七号線が飛び抜 けて交通量が多
く、騒音レベルも高くなっています。
自動車の使用を控えるとともに、運

転するときも交通ルールを守るなど、
道路騒音の低減にご協力 ください。
問先= 環境課調査係 　3880―5367

表3　 道路騒音交通量調査結果( 交通量順)

表4　16 年度主要道路騒音測定結果

※ 環境基準は昼間70dB 、夜間65dB 。要請限度は昼間75dB 、夜間70dB
※ 測定値は24 時 間連続測定による

掲

示

板

□
(

仮
称
)
第
1
回
足
立
区
音
楽
祭

の
説
明
会

日
時
=
3
月
2
6日
圉
、
午
後
6
時
3
0

分

場
所
=
中
央
本
町
地
域
学
習
セ

ン
タ
ー

内
容
=
1
0月
1
日
・
2
日

に
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル
で
開
隹
予
定
の
(
仮
称
)
足

立
区
音
楽
祭
出
演
希
望
者
へ
の
説
明

会

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
=
足
立
区
音
楽
連
盟

(
3
6
9
0
)
9
4
1
6

□
介
護
老
人
保
健
施
設
「
ホ
ス
ピ
ア

東
和
」
(
4
月
開
設
)
職
員
募
集

募
集
内
容
=
次
の
職
種
を
募
集
し
ま

す
…
正
・
准
看
護
師
/
理
学
療
法
士
/

介
護
福
祉
士
/
社
会
福
祉
士
/
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ヤ
ー
/
介
護
ヘ
ル
パ
ー

※
勤
務
条
件
や
申
込
方
法
な
ど
、
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
ホ
ス
ピ
ア
東
和

(
5
6
7
3
)
3
4
5
5

□
都
立
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
城
北

分
園
薬
剤
師
募
集

勤
務
内
容
=
都
立
肢
体
不
ぼ
由
児
施

設
(
診
療
所
併
設
)
で
の
薬
剤
業
務

勤
務
条
件
=
月
4
日
程
度
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時

報
酬
=
日
額
1
万
9
0
0

円
(
交
通
費
含
む
)

※
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=

都
立
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
城
北

分
園

　
(
3
8
8
3
)
5
1
3
1

□
足
立
清
掃
工
場
個
人
見
学
会

日
時
=
4
月
2
3日
圉
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時

内
容
=
ビ
デ
オ
説
明
/

施
設
見
学

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

期
限
=
4
月
2
1日

申
・
問
先
=
東
亰
二
十
三
区
清
掃
一

部
事
務
組
合
総
務
課

(
5
3
6
1
)
3
6
1
6

□
1
7年
度
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試

験日
時
=

▽
第
1
次
・
:
6
月
1
2日
㈲

▽
第
2
次
・
:
7
月
2
6日
、
2
7日
の
指

定
さ
れ
た
い
ず
れ
か
1
日

※
対
象

や
申
込
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
東

京
労
働
局
総
務
課

(
3
8
1
4
)
5
3
1
1

足
立
労
働
基
準
監
督
署

(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

□
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧

縦
覧
期
間
=
4
月
I
H

～
6
月
3
0日
(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9

時
～
午
後
5

時

縦
覧
場
所
=
土

地
・
家
屋
の
所
在
す
る
区
の

税
事

務
所

※
申
請
に
必
要
な
も
の
な

ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
先
=

足
立
都
税
事
務

所

　
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1
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つくばエクスプレス区内の状況

つくばエクスプレスの開業は、区内公共交通の利便性向
上に加え、沿線地域の開発やまちづくり、産業・経済など
にも大きな影響を与えることから、区の活性化を大いに期
待できる事業のひとつとして、建設促進を図ってきました。
今後は開業に向けて、開業式典の開催や沿線地域の活性化
などを検討していきます。
つくばエクスプレスは、区内では既設の北千住駅のほか、
荒川橋りょうを挟んで地下に新設された青井駅( 青井三丁
目付近) 、六町駅( 六町四丁目付近) に止まります。
つくばエクスプレスの開業とバス路線の再編などによ
り、区の東部地域の交通利便性は大きく向上します。

六 町駅
←青井　 八潮→ < 六町駅位置>

六町公園近く、補助140 号線の
地下に開設されます。
駅施設は、進化していくまちの

イメージと、人が暮らすまちのや
わらかさ( 「ハイテク( 先進技術)
とナチュラル( 自然) 」) をコンセ
プト にデザインされてい ます。
第1 出 入 口 に 隣 接 し て、約1, 200

台 収容 の自 転 車駐 車場 が
で き、バス も4 路線( 開業時)
が乗 り入 れを予定し てい ます。

▲ 六町駅の前の交差点。道路の整
備も進んでいます

青井 駅
←北千住　 六町→ < 青井駅位置>

青井兵和通り商店街の近く、
補助140号線の地下に開設され
ます。
開業に合わせ、約2, 000台収容

の自転車駐車場の開設や駅前広
場の整備を進めています。また、
はるかぜ( 西新井駅東口～綾瀬
駅東口路線) も経路変更により、
乗り入れを予定しています。

▲ 青井駅出入口。曲線の屋根が特
徴です

北千住駅
←南千住　 青井→

東京メトロ日比谷線同様、3階

がホーム階となり、路線最多の乗
降客数が見込まれます。
2 階コンコースには、J R 常磐

線、東武伊勢崎線など既設路線と

の連絡通路が新設され、各線との
乗り換えも便利になります。
また、南千住駅寄りには、新た

な出入口が開設されます。▲ 北千住駅ホーム。現在、走行テス
トが繰り返し行われています

つくばエクスプレスについ

てのお問い合わせは、

つくばエクスプレス推進係へ

3880- 5719

図1　 つくばエクスプレス運賃表( 単位: 円)

参考( 普通運賃)

北千住⇔青井( 200 円)
北千住⇔六町( 200 円)
青 井⇔六町( 160 円)

※ ダイヤなどの運行計画は、まだ発表されていません( 3 月20日現在)

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係 　3880- 5815

小 ・ 中 学 生 の い じ め 相 談

月曜～金曜日( 祝日を除く)、午前9 時～午後4 時30分

3880 ―5577( 教育委員会教育指導室内)

宿場町千住で
浮世絵を

～「浮世絵1010 の世界」いよいよ30日まで～

3月10日から30日まで、シアター1010 ・ギャ
ラリーでは現在、ギャラリーの開館記念として、
区立郷土博物館収蔵の浮世絵1010点を、特別に
公開しています。

葛飾北斎の「富嶽三十六景」、歌川広重の「名
所江戸百景」や「富士三十六景」といった江戸
の風景画などが展示され、その作品数の多さで
は、見ごたえのある特別展となっています。特
に、歌川広重の「富士三十六景」全36枚がそろ
っているのは必見です。
下町情緒あふれるまち、宿場町千住で、時を

忘れて日本文化の華とも言える浮世絵を、間近
に鑑賞してはいかがですか。

身
近
な
ま
ち
で
貴
重
な
作
品

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
お
見
逃
し
な
く

春を探しに、
出掛けませんか

柳原千草園( 柳
原1- 21- 6) は、

平成元年3 月に開

園した公園です。
園内には四季 を

代表する様々 な花

木、草花が植えら

れてい ます。
園内を歩 く人に

聞く と、「ここは、
天気の良い 日に散

歩をするにはちょ
うど良い」 とのこ

と。ほかにも先生

と一緒に遊びに来

た保育園児や、日なたでゆったりと過ごす人
の姿も見られ、まちの憩いの場となっている
ようです。
すぐ近くの柳原一・二丁目でも桜並木を楽

しめるこの時期、春の陽射しの中、のんびり
歩きながら、花を楽しむのも良いでしょう。

柳原千草園までの交通= 東武線牛田駅また

は京成線京成関屋駅で下車、徒歩10分

▲ 梅が咲くと、次は桜が
待ち遠しくなります

太陽熱や風力をエネルギーに

普段、交通公園として親しまれている北鹿浜公園
( 鹿浜3- 26- 1) と大谷田南公園( 中川4- 42- 1)
に、環境学習やクリーンエネルギーの普及を目

的とした、太陽光発電システム( ソーラーシステム)
が設置されました。今後、園内の電力として使用する
ほか、北鹿浜公園のシステムでは、余った電力を買
い取ってもらうこともできます。また、宮城ゆうゆ
う公園には風力発電装置が設置されます。こちらは、
今月29日には地元の人を招き、始動式が行われます。
私たちの生活を支える電力は、資源的問題や汚染

問題など、多くの課題を抱えています。自然の力を
使ったクリーンなエネルギーが、もっ
と身近な場所や家庭などで、活用され
て欲しいものです。私たちの住む地球
環境を、みんなで考えていきまし ょう。

▲
「
上
の
パ
ネ
ル
に
、

ど
の
く
ら
い
電
力

が
た
ま
っ
た
か
出

る
ん
だ
よ
」

建
物
の
屋
上
に
設
置

古紙配合率100% 再生紙を使用しています B. H　290, 870


